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英語ス ピ ー チ ア ク ト ・ コ ー パ ス に よる 「提案 ・提言（Suggestion）」 の

語彙 ・ 文法 ・ 会話 ス トラ テ ジ ー 分析研究

A 　Study　of　LeXicogrammatical　and 　1）iscourse　Strategies　fbr
“ Suggestion” with 　the　Use　of　the　English　Speech　Act　Corpus

鈴木　利彦 （早稲 田大学）

　世 界に通 用す る英語運用力の 養成 を 目指す CLT （Communicative　Language　Teaching）

の 重 要性が唱 え られ る 中で 、 文脈 に そ っ て 相手 の 発 話 を理 解 し 、 そ して 自らが 相応 し

い 表 現 を発話す るた めの Pragmatic　Ability（語 用論的言語運用能力）の 養成 が ます ます

重 要視され て きて い る 。 本発表で は 、 発表者が 日本学術振興 会の 科学研究費補助 （課

題番号 18820028）の 助成に よ り 2007 年 に ア メ リカ ・ミズ ー
リ州 で大学生 を対象 に 行

っ たデー タ収集の 結果 を基 に 、 英語 母語話 者 （本 研 究では ミズ ー
リ州在住の ア メ リカ

人大学生 ）が 「提案 ・提言（Suggestion）」 を 、   どの よ うな状 況 で 、   どの よ うな語 彙

を用 い 、   どの よ うな文 法構 造 を用 い 、   どの よ うな意味 公式 （semantic ・formulas）を

用 い て 行 うか 、 を中心 に量 的 ・質的分析 の 結 果 を発 表 す る 。

　英語教育 に於け る語 用 論的運 用能 力養 成 の 重要性 が 唱 え られ て 久 しい が 、 語 彙 ・文

法指導の 技法が すで に確 立 されて い る とも言え る状 況 に比較 す る と、 こ の 分野 で は 「何

をどの ように教 えるか 」 の ノ ウハ ウがほ とん どない とい っ て も過 言 で はな い 。 英 会話

学習 用教材に お い て も 、 特定 の 状 況 で 限定 的な表 現を用 い て 練 習 す る ドリル や エ ク サ

サ イズ が 主で 、 ス ピ ー チ ア ク トを行 う際 に 必要 な語彙 ・文法 ・意味公 式 やポ ラ イ トネ

ス
・
ス トラ テ ジ ー

の 包括 的 な学 習は不 可能 に等 しい 。 実 際 の 会 話 で は 、 場 面 に応 じて

自分 が 持 っ て い る表現 （expressions 　at　hand） を自分 の 意思 に基づ い て 選択 ・使 用す る

能力 が 必 須で あ る 。 そ れ 故 、 学習者 が 状 況 に応 じ て 使 うこ とが で きる表現 を数多 く学

習 し、 選択で きる表現 を可能な限 り多 く持 っ て お くこ とが 必要で あ る 。 こ の 点におい

て 、
コ

ー パ ス デー タに 基づ い て 作成 され た 教材 で 、
「ス ピ ー チ ア ク ト」に付 随す る状 況 、

語彙 、 文法 、
コ ミュ ニ ケー シ ョ ン ・

ス トラ テ ジー
、 ポ ラ イ トネ ス

・ス トラ テ ジー を数

多 く学 べ る こ とは学習者に と っ て 利 点が 多い と考え られ る 。

　今回紹 介 す る 「ス ピ ー チ ア ク ト ・コ ー パ ス （SAC ）」 の デー タは、 発表者が 2007 年

2 月 と 9 月 に ア メ リカ ・ミズー リ州の 大学生 100 名以上 を対象に
、

DCr （Discourse

Completion　Tesりと ロ ー ル プ レ イ を使 用 して 収 集 した もの で あ る 。 デ ー タ 収 集 後 、

Wordsmith を用 い て 語彙 と文 法の 解析 を行い 、 ま たセ ンテ ンス レ ベ ル で 会話 ス トラ テ ジ

ー分析 の annotation を行 っ た 。 こ れ に よ り、 ア メ リカ人大学生 が どの よ うな状況 で 、
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どの よ うな語彙、 文法 、 意味公 式を用い て 「提案 ・提言」 を行 うか 、 その 傾向をは っ

き りと把握するこ とがで きた。
こ の データ を教材 として使用 し 、 適切なシ ラ バ ス を用

い て 指導す る こ とに より、 日本人英語学習者が 、 （1）こ の ス ピ
ー

チ ア ク トに 於い て は ど

の よ うな言葉やス トラテ ジ ー が使用 され るか を受動的 に学習す る事 と、 （2）状 況や 自分

の 意思に合わせ て ふ さわ しい 表現を選 択 し使用 するこ とを能動的に学習す る事 、 の 2

つ が 可能に な る。 こ の 教材の 実際に使用 に つ い て は 、 発表者 が 2007 年 前 ・後期に上智

大 学で 行 っ た 「ス ピ ーチ ア ク ト学習プ ロ ジ ェ ク ト」 に も言及す る予定 で あ る。
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